
地域医療構想を踏まえた今後の役割について

災害 小児 へき地 在宅
がん診
療連携
拠点病
院等

がん医
療を提
供する
病院

高度救
命救急
医療機
関

脳血管
領域に
おける
治療病
院

回復期
リハビリ
テーショ
ン機能
を有す
る医療
機関

高度救
命救急
医療機
関

循環器
系領域
におけ
る治療
病院

心大血
管疾患
リハビリ
テーショ
ン実施
病院

３次救
急

２次救
急
（輪番
制参加
病院）

２次救
急
（搬送
協力病
院）

災害拠
点病院

分娩 検診の
み

周産期
母子医
療セン
ター

地域の
小児基
幹病院

へき地
医療拠
点病院

地域医
療支援
病院

公立 愛知県がんセンター中央病院 名古屋市千種区鹿子殿１－１ 〇 〇 無

がん診療の中核拠点病院として、
高度で先進的ながん医療を提供
するとともに、研究所や他の医療
機関、大学と連携してゲノム医療
の実用化を始めとする新しいがん
医療を創出し、日本をリードし世
界に向けてがん医療を発信する。
都道府県がん診療連携拠点病院
として、県内のがん医療の中心的
役割を果たす。

緩和ケア病棟の整備を検討する 経営形態(独法化)の検討につ
いて、さらなる自律的な経営を
行うための選択肢として考え、
引き続き情報収集、検討を続け
ていく

無

公立 名古屋市立東部医療センター 名古屋市千種区若水一丁目２番２３号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

救急医療、小児・周産期医療、災
害・感染症等発生時の医療など
民間医療機関による提供が必ず
しも十分でない政策的な医療に取
り組むとともに、がん、心臓血管
疾患、脳血管疾患など医療需要
の高い疾患に対する高度・専門医
療など各市立病院の特長を活か
した医療を提供する

（事務局においてプランから抜粋）

「高度急性期」「急性期」を担ってい
きます。

（事務局においてプランから抜粋）

無

公立 名古屋市立西部医療センター 名古屋市北区平手町１－１－１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

救急医療、小児・周産期医療、災
害・感染症等発生時の医療など
民間医療機関による提供が必ず
しも十分でない政策的な医療に取
り組むとともに、がん、心臓血管
疾患、脳血管疾患など医療需要
の高い疾患に対する高度・専門医
療など各市立病院の特長を活か
した医療を提供する

（事務局においてプランから抜粋）

「高度急性期」「急性期」を担ってい
きます。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公立 名古屋市立緑市民病院 名古屋市緑区潮見が丘一丁目７７番地 〇 〇 〇 〇 〇 あり

救急医療、小児・周産期医療、災
害・感染症等発生時の医療など
民間医療機関による提供が必ず
しも十分でない政策的な医療に取
り組むとともに、がん、心臓血管
疾患、脳血管疾患など医療需要
の高い疾患に対する高度・専門医
療など各市立病院の特長を活か
した医療を提供する

（事務局においてプランから抜粋）

「急性期」「回復期」を担っていきま
す。

（事務局においてプランから抜粋）

無

公的 国家公務員共済組合連合会東海病院 名古屋市千種区千代田橋１－１－１ 〇 〇 〇 未定

急性期を脱した自院からの転棟
及び他病院の患者受け入れを積
極的に行い、地域包括ケア病棟
を有効利用する。

（事務局においてプランから抜粋）

一般急性期病棟（120床）と地域包
括ケア病棟（46床）の医療体制を維
持していく。

（事務局においてプランから抜粋）
無

公的 名古屋市重症心身障害児者施設 名古屋市北区平手町１丁目１番地の５ 無

名古屋市の重症心身障害児者の
支援に係る拠点としての機能を
担っていく

（事務局においてプランから抜粋）

慢性期としての病床機能を継続して
いく。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 愛知県済生会リハビリテーション病院 名古屋市西区栄生１丁目１－１８ 〇 無

回復期リハビリテーション病院とし
て地域医療に貢献している。今後
もこの回復期リハビリテーション病
院としての機能を維持していく。

現在の回復期の機能を継続してい
く。

リハビリ専門病院として、訪問リ
ハビリテーションを設置し、地域
の在宅者に対しリハビリを提供
する。

無
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公的 名鉄病院 名古屋市西区栄生２－２６－１１ 〇 〇 〇 〇 〇 無

以下の観点から、急性期医療を
提供する体制を維持する。
① 済生会病院の回復期への転換
によって急性期病床の削減が急
速に進んだ名古屋市西区におい
て、唯一の総合病院として
② 鉄道により駅直結でアクセスで
きる立地から、大きな急性期病院
を持たない清須市や、さらに構想
区域を越えるもののあま市などの
鉄道沿線地域の急性期需要に対
応する病院として

・４３８床あった高度急性期・急性期
病床を、建替えを通じて３７３床に削
減し、適正規模としたことから、現行
の病床機能を維持していく。

・地域包括ケアシステムにおけ
る地域との連携、地域への支援
の更なる強化を進める。
・早期在宅復帰に向けた治療
（低侵襲治療やリハビリ、栄養
の強化など）を一層推進する。
・昼間人口が増え続ける名駅隣
接の急性期病院として、災害時
対応を強化する。

無

公的 愛知県青い鳥医療福祉センター ―名古屋市西区中小田井５ ８９ 〇 無

重症心身障害児(者)の生活を支
援するための取組を進めていく。

（事務局においてプランから抜粋）

慢性期機能を今後も継続する。

（事務局においてプランから抜粋）

在宅で暮らす重症心身障害児
(者)及びその家族の生活を支援
するため、短期入所や通園の利
用者の拡大を図る。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 名古屋第一赤十字病院 名古屋市中村区道下町３－３５ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

名古屋西部・海部東部地域を中
心とした、地域包括ケアの推進
に、寄与したいと考えている。

（事務局においてプランから抜粋）

高度急性期、急性期の病床機能を
維持する。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 中日病院 名古屋市中区丸の内三丁目１２番３号 〇 〇 未定

病棟部長を置くかどうかは検討
課題。また、健診事業を一層充
実させ、予防医学への貢献を図
ることも重要。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 国家公務員共済組合連合会名城病院 名古屋市中区三の丸１－３－１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

・地域医療支援病院としての役割
・地域における救急医療体制を支
える役割
・回復期機能（地域包括ケア病
棟）を有する急性期病院としての
役割
・名古屋市中区地域包括ケア構
想を支える後方支援病院としての
役割

（事務局においてプランから抜粋）

病床機能の維持をすすめていく。

（事務局においてプランから抜粋）

医療機関全体として、病床利用
率が低下傾向にある為、2017
年4月に閉鎖した5階病棟の
　機能転換を図り、当院の目指
す診療機能の更なる強化をす
すめる。
・内視鏡センターの拡張による
消化器疾患患者受け入れ強化
・第二リハビリテーション室の設
置によるリハビリテーション体制
強化
・総合健診センター拡張による
健診受け入れ体制強化
・救急外来拡張による救急患者
受け入れ体制強化
・入退院支援センター設置によ
る、病病・病診連携強化。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 名古屋市中区三の丸４－１－１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

三次救急の医療機関として、高度
な治療の提供を行う機能を維持
し、さらに充実を図る。
地域がん診療拠点病院として、手
術、化学療法、放射線治療など集
学的な治療を行う高度急性期及
び急性期機能を維持する。
地域医療支援病院として、医療連
携を推進する中心的な医療機関
として取り組む。
愛知県地域中核災害拠点病院と
して、広域にわたる災害時の人的
支援等の役割も果たしていく。
ＨＩＶ患者に対する包括的な医療
を提供するために不可欠な高度
急性期及び急性期など機能を維
持する。

（事務局においてプランから抜粋）

現在の病床機能を維持していく。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

病床機能としては急性期を維持し、名古屋医療センターや名城病院な
どから急性期治療を終えた後の患者受け入れを継続する一方、特に在
宅復帰に向けた機能の充実を図っていく。

（事務局においてプランから抜粋）
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公的 名古屋大学医学部附属病院 名古屋市昭和区鶴舞町65 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

回復期病床で活躍する医療人材
の育成に向けて、老年内科、整形
外科等を中心にリハビリテーショ
ン・回復期部門の運用体制の整
備を積極的かつ継続的に行う。

（事務局においてプランから抜粋）

高度急性期・急性期機能を集約化
し、回復期機能を連携病院等が担う
体制の整備について検討する。

（事務局においてプランから抜粋）
無

公的 名古屋第二赤十字病院 名古屋市昭和区妙見町2番地の9 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

今後も継続して24時間365日の診
療体制を強化し、重症で入院・手
術の必要な二次・三次救急患者
を中心に患者の受け入れを行っ
ていく。

（事務局においてプランから抜粋）

現在の病床機能と病床数を維持し
ていく。

（事務局においてプランから抜粋）
無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 ブラザー記念病院 名古屋市瑞穂区塩入町１１－８ 〇 無

現状の慢性期医療の提供体制は
維持していく。

（事務局においてプランから抜粋）

現状のままとする。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 名古屋市立大学病院 名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄１番地 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

高度急性期病床の機能を維持し
ていく。

（事務局においてプランから抜粋）

・ 現在の高度急性期病床の機能を
維持する必要がある。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 名古屋市総合リハビリテーションセンター附属病院 名古屋市瑞穂区弥富町字密柑山1番地の２ 〇 〇 未定

一貫したリハビリテーションを提供
する施設としての役割を果たして
いく。

（事務局においてプランから抜粋）

回復期機能を持つ一般病床として
の運営を継続していく。

（事務局においてプランから抜粋）

設備面について、平成元年事
業開始から経年劣化が見られ
るが、必要に応じて応急修繕を
実施する。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 名古屋掖済会病院 名古屋市中川区松年町４－６６ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

緊急性の高い救急医療について
は、現在の機能を維持・強化す
る。
高度急性期病院として、先進医療
や悪性腫瘍治療などの高度医療
の提供を継続する。

（事務局においてプランから抜粋）

現在の高度急性期、急性期病床
は、現状程度の維持は必要である。
29年12月に開設した当院の「地域包
括ケア病棟」には、急性期機能が不
可欠と考えている。

（事務局においてプランから抜粋）

平均在院日数の短期化、病床
利用率の伸び悩みに直面する
なかで、事務方の分析能力を高
め、今後の医療需要の推移や
自院の診療実績を十分検証し、
最適な病床規模につい
ても適宜検討を行う。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 独立行政法人労働者健康安全機構中部労災病院 名古屋市港区港明1-10-6 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 未定

・がん、脳卒中、急性心筋梗塞、
糖尿病などの疾患について、地域
の中核的医療機関としての役割、
特に愛知県がん診療拠点病院と
して全ステージのがん診療に係る
集学的医療の提供
・二次救急指定病院として救急医
療の実践、救急搬送患者の積極
的受け入れ
　・災害拠点病院として大規模災
害における診療受け入れ、ＤＭＡ
Ｔの派遣

（事務局においてプランから抜粋）

・高度急性期医療を提供する１０床
（特定集中治療室）については、引
き続き機能を維持する。
・急性期医療を提供する５４６床につ
いては、４９６床へ再編し、地域にお
ける急性期医療の中核的な役割を
推進していくこととする。
・回復期リハビリテーション病床を５
０床設置する。

（事務局においてプランから抜粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 独立行政法人地域医療機能推進機構　中京病院 名古屋市南区三条一丁目１番１０号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 未定

・高度急性期・急性期病院として、
5疾病5事業の取組みをさらに促
進していく。
・地域の救急医療体制の構築の
ために役割を果たす。

（事務局においてプランから抜粋）

　・急性期医療機能、特に救急医療
におけるハード面での充実を図って
いく。
　・高度急性期医療の提供を行って
いくために必要な病床数を確保す
る。

（事務局においてプランから抜粋）

耐震不足、建物の老朽化にとも
なう病院建物の全面建替えを行
う。

（事務局においてプランから抜
粋）

・遺伝相談
室を設置
・化学療法
部門を設置

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 名古屋市厚生院 名古屋市名東区勢子坊２丁目１５０１番地 〇 未定 無

名古屋市では、平成27 年2 月に公表された「公の施設等における民間活力活用の総点検を踏まえた取
組方針について」において「今後の厚生院の果たすべき役割や、それに基づく運営手法など必要な事項
について検討していく」との取組方針が示されたことを踏まえ、名古屋市健康福祉局内にて、「名古屋市
厚生院のあり方検討会」を開催するなど、今後の厚生院のあり方について検討している所です。

（事務局においてプランから抜粋）
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地域医療構想を踏まえた今後の役割について（一部、資料２・資料３から抜粋）

がん 脳卒中 心血管疾患 救急 周産期

地域において今後担うべき役割 今後持つべき病床機能 その他見直すべき点
区分 医療機関名 所在地

医療計画（別表）に記載の医療機能（平成30年1月29日現在） 回復期
機能が
区域内
で不足
する場
合、一
層担う
考え

診療科の見直し

公的 独立行政法人国立病院機構東名古屋病院 名古屋市名東区梅森坂５－１０１ 〇 〇 〇 〇 未定

・高度急性期病院や急性期病院
から回復期リハビリテーション病
棟におけるリハビリ診療を積極的
に担っていく。
・第二次救急医療輪番制病院とし
て、救急医療を担っていく。
・災害時における医療救護所から
の患者受入の体制を整える。

（事務局においてプランから抜粋）

地域包括ケアシステムの中心となる
地域包括ケア病棟を持つ。

（事務局においてプランから抜粋）

１．外科系医師不足に伴い後補
充が出来ておらず、（一部）急性
期患者の対応ができていな
い。このため一時的に急性期病
床を休床とすることを検討する。
２．結核患者の減少に伴い入院
患者数が減少してきている。今
後もこの傾向が続くようであれ
ば病床規模について行政と相
談し検討していく。
３．将来計画(３３０床)に向け
て、今後病床数のあり方を検討
していく。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

公的 名古屋記念病院 名古屋市天白区平針４丁目３０５番地 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 未定

当院は地域の急性期医療の役割
を担っていく必要があると考える。

（事務局においてプランから抜粋）

当面は全ての病棟を急性期機能の
病床として確保する。

（事務局においてプランから抜粋）

2018年4月の予定で同一法人関
連病院の新生会第一病院へ許
可病床48床を移設するため、病
床機能の再整備を行う。

（事務局においてプランから抜
粋）

無

（事務局にお
いてプランか
ら抜粋）

救急
医療
等

医療法人吉田病院 名古屋市千種区大久手町５－１９ 〇 〇 〇 未定

二次救急病院として救急医療の
提供体制を維持していく

病床転換は現在検討中です。急性
⇒期 地域包括ケア(一部) 無

救急
医療
等

ちくさ病院 名古屋市千種区内山２－１６－１６ 〇 〇 あり

地域における地域包括ケア・回復
期機能の一翼を担う

回復期機能を提供する病棟の整備
について検討する 無

救急
医療
等

北医療生活協同組合北病院 名古屋市北区上飯田南町２－８８ 〇 未定 無

救急
医療
等

社会医療法人愛生会　総合上飯田第一病院 名古屋市北区上飯田北町2-70 〇 〇 〇 〇 〇 無

地域における総合的な２次救急
医療を提供する

現在の急性期機能の維持 他医療機関の動向により、連携
体制を強化する 無

救急
医療
等

医療法人　大真会　大隈病院 名古屋市北区大曽根二丁目９番３４号 〇 〇 〇 〇 未定

脳卒中・脳腫瘍及び骨折、内科的
疾患を中心とした急性期医療の
提供体制を維持しながら、回復期
機能の充足を担う。

急性期機能は維持しながら、回復期
機能を提供する病棟・病床の整備に
ついて検討する。

今後の医療需要の推移・動向を
加味し、病床機能の適正化を検
討する。

無

救急
医療
等

医療法人愛仁会　名春中央病院 名古屋市北区東味鋺１－２４０１ 〇 無

現状と変わらず地域医療を担い、
地域に貢献したいと考えておりま
す。

無

救急
医療
等

米田病院 名古屋市西区枇杷島１－１１－５ 〇 未定

整形外科に特化した急性期外
傷、専門性の高い整形外科疾患
等への急性期医療の提供体制は
維持しつつ、在宅復帰への回復
期機能の提供を一定程度確保し
ていく

１病棟５４床の中で、急性期外傷や
専門性の高い整形外科疾患の手術
にも対応した急性期機能を維持しつ
つ、在宅復帰に向けたリハビリテー
ションの提供等の回復期機能を提
供する病床の整備を行っていく

医療需要の推移を加味し、１棟
５４床の中で急性期機能を中心
とした回復期機能との最適なバ
ランスについて検討する 無

救急
医療
等

医療法人珪山会　鵜飼病院 名古屋市中村区寿町３０番地 〇 〇 未定

地域の2次救急病院機能を一部
維持していくと伴に名古屋第一赤
十字病院等の超急性期機能を有
した施設が複数あるため、超急性
期を終了した患者に対して、在宅
復帰を目指した機能を進める。

慢性期や回復期機能を含めた病床
機能を検討する。

前項と同様に今後も検討する。

無

救急
医療
等

名古屋セントラル病院 名古屋市中村区太閤３丁目７－７ 〇 〇 〇 〇 〇 無

名古屋市中村区の病院として、同
地域に急性期及び高度急性期医
療を提供しており、今後もその体
制を維持していく

現在の急性期及び高度急性期病棟
を今後も継続していく予定であり、現
在のところ、病床機能変更の計画は
ない

特になし

無

救急
医療
等

医療法人誠心会大菅病院 名古屋市中村区大宮町１－３８ 〇 〇 無

二次救急医療機関として提供体
制を維持していく

急性期病棟の充実と地域のニーズ
にあった機能の検討

特に現在は検討しておりません

無

救急
医療
等

医療法人衆済会　増子記念病院 名古屋市中村区竹橋町３５－２８ 〇 〇 〇 未定

病床利用率が低下傾向である
ので地域(他院)との連携を強化
し地域の適正を見ながら病床規
模や診療内容を検討する 無

急性期病棟は維持する必要があるが規模の適正化を検討。療養病棟
の整備について検討

現在10：1で届けている５２床のうち、１２床を地域包括ケア病床として適
用しているが、その病床を増やし、高齢者の急性疾患、レスパイトの受
入先として維持していく
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地域医療構想を踏まえた今後の役割について（一部、資料２・資料３から抜粋）

がん 脳卒中 心血管疾患 救急 周産期

地域において今後担うべき役割 今後持つべき病床機能 その他見直すべき点
区分 医療機関名 所在地

医療計画（別表）に記載の医療機能（平成30年1月29日現在） 回復期
機能が
区域内
で不足
する場
合、一
層担う
考え

診療科の見直し

救急
医療
等

ＮＴＴ西日本東海病院 名古屋市中区松原２－１７－５ 〇 〇 あり

地域のかかりつけ医からの急性
増悪患者受け入れ機能は残しつ
つ、高度急性期病院の後方支援
をおもに担っていく。

名古屋市中区およびその周辺区の
かかりつけ医、医療・介護施設等か
らの急性増悪患者受け入れ要請に
応えるため、一定程度の急性期病
床（二次救急対応）を維持する必要
はある。
しかしながら、同地域の医療需要を
鑑みた、高度急性期病院の後方支
援病院としての役割強化、回復期機
能の病床増床等、急性期と回復期
の病床比率の最適化を検討するこ
ととする。

急性期機能のみの時期には病
床利用率が低下傾向であった
が、回復期機能導入により、病
床利用率も徐々に上昇傾向に
あることから、今後は当院の所
在する名古屋市中区およびそ
の周辺区の医療需要を考慮し
ながらも、地域医療構想を踏ま
えた、急性期と回復期、慢性
期、更には在宅医療支援機能
を加えた病床比率の最適化を
検討することが必要。

無

救急
医療
等

医療法人　成田育成会　成田病院 名古屋市中区大須一丁目20番30号 〇 〇 無

　高度な不妊治療の提供 　特になし 　晩婚化、未婚率の上昇等によ
り出生数が減少し、病床の利用
率が低下している。
　最新の検査機器の導入等に
より不妊治療技術を向上させ、
出生数の増加に繋げる必要が
ある。

無

救急
医療
等

医療法人　高橋病院 名古屋市昭和区円上町１－３０ 未定

在宅で対応が難しい医療必要度
の高い患者の受け入れ

特になし 規模の適正化

無

救急
医療
等

社会福祉法人聖霊会聖霊病院 名古屋市昭和区川名山町５６ 〇 〇 〇 〇 〇 あり

周産期医療　緩和医療　ポストア
キュート

地域包括ケア病棟を増床していく 前方、後方連携に対して、当院
の取組みを見直す必要がある。 無

救急
医療
等

医療法人安正会　安井病院 名古屋市昭和区滝子町２７－１９ 〇 あり

地域における回復期機能 回復期機能についてさらに内容を検
討する 無

救急
医療
等

新生会第一病院 名古屋市瑞穂区玉水町一丁目3番地２ 〇 あり

地域の透析患者を対象とした医
療の提供と、回復期機能の整備
により在宅への復帰促進を担うこ
とが自院の役割と現在は考えて
いる

回復期機能を提供する病棟の整備
を検討する

無

救急
医療
等

医療法人大仁会　高木病院 名古屋市瑞穂区瑞穂通５－１ 〇 未定

地域における回復期機能の一翼
を担う。

現在の急性期病棟は一定程度維持
する必要があるが、規模の適正化を
検討する。 無

救急
医療
等

三菱名古屋病院 ―名古屋市熱田区外土居町７ ８ 〇 未定

回復期を視野に入れ、急性期か
らの受け入れ、在宅からの受け入
れに重点を置く。

急性期は整形外科のみとし、地域包
括ケア病床及び回復期リハ病棟を
検討する。

他の医療機関及び介護施設と
の連携が今後大きく左右するた
め更なる連携強化に取り組む。

無

救急
医療
等

水谷病院 名古屋市熱田区金山町一丁目4番3号 〇 〇 未定

整形外科疾患への対応を中心と
し、二次救急の受け入れ可能な
急性期医療の提供体制を維持し
ていく。
地域の医療機関、介護施設等と
の連携にも努めていく。

地域包括ケアへの取り組みを検討
する。

無

救急
医療
等

みなと医療生活協同組合　協立総合病院 名古屋市熱田区五番町4-33 〇 〇 〇 〇 〇 未定

近隣の医療機関と連携し、二次救
急医療機関としての役割や急性
期は維持していく。

現在の急性期を維持する。

無

救急
医療
等

医療法人三恵会服部病院 名古屋市熱田区沢上１－３－２０ 〇 〇 あり

地域と直結した医療を行うため、
在宅支援事務所などと連携をす
すめていく。また、一部急変時等
の対応が行えるよう、積極的な治
療が行える病床は確保しておく。

既に地域包括病床に転換しており、
引き続き回復期機能の提供をすす
めていく

無

救急
医療
等

医療法人杏園会　熱田リハビリテーション病院 名古屋市熱田区六番１丁目１－１９ 〇 〇 未定

地域における回復期機能を担い、
自宅等での生活が可能となるよう
なサポート、サービスを行ってい
く。

この地域での各病院が病床種別変
更を検討、実施されることが予想さ
れる中、地域にとって、また自院に
とって適正な回復期病床、地域包括
ケア病床の規模及び自院内での病
床比率を検討する。

無

救急
医療
等

藤田保健衛生大学坂文種報德會病院 名古屋市中川区尾頭橋3丁目6番10号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 未定

断らない総合医療を基盤とした地
域と共生する急性期病院として地
域医療に貢献していく

回復期機能を提供する病棟の設置
について検討する

無

救急
医療
等

名古屋共立病院 名古屋市中川区法華1-172 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

地域における急性期医療の一翼
を担う
透析患者における全般的な医療
を担う

現在の急性期病棟の維持をする
が、入院を要する透析患者数によ
り、規模の適正化を検討する

医療機関全体として、病床利用
率が低下傾向であり、今後の医
療需要の推移を加味して病床
規模について検討する

無
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災害 小児 へき地 在宅
がん診
療連携
拠点病
院等

がん医
療を提
供する
病院

高度救
命救急
医療機
関

脳血管
領域に
おける
治療病
院

回復期
リハビリ
テーショ
ン機能
を有す
る医療
機関

高度救
命救急
医療機
関

循環器
系領域
におけ
る治療
病院

心大血
管疾患
リハビリ
テーショ
ン実施
病院

３次救
急

２次救
急
（輪番
制参加
病院）

２次救
急
（搬送
協力病
院）

災害拠
点病院

分娩 検診の
み

周産期
母子医
療セン
ター

地域の
小児基
幹病院

へき地
医療拠
点病院

地域医
療支援
病院

地域医療構想を踏まえた今後の役割について（一部、資料２・資料３から抜粋）

がん 脳卒中 心血管疾患 救急 周産期

地域において今後担うべき役割 今後持つべき病床機能 その他見直すべき点
区分 医療機関名 所在地

医療計画（別表）に記載の医療機能（平成30年1月29日現在） 回復期
機能が
区域内
で不足
する場
合、一
層担う
考え

診療科の見直し

救急
医療
等

公益財団法人　名古屋港湾福利厚生協会　臨港病院 名古屋市港区名港二丁目9番43号 〇 〇 未定

高度急性期病院では対応されな
い患者や慢性期医療の提供を維
持していく

現状では未定だが、今後の状況次
第では急性期病床の規模を縮小し、
慢性期病床を増床する等、検討する
可能性はある。

無

救急
医療
等

医療法人山和会山口病院 名古屋市南区加福本通　３－２８ 〇 〇 あり

急性期(二次救急やってます)、回
復期(他の総合病院から超急性期
治療を終えてからの患者を受け
入れてます

急性、回復

無

救急
医療
等

北村病院 名古屋市南区菊住２丁目４番１２号 〇 未定

地域の中で回復期機能の一役を
担う。また、同法人内で運営する
介護付き有料老人ホームとの連
携を一層強化し、地域に貢献す
る。

回復期

無

救急
医療
等

医療法人笠寺病院 名古屋市南区松池町３－１９ 〇 〇 あり

地域における回復期機能と慢性
期機能

地域包括ケア病棟と療養病棟

無

救急
医療
等

医療法人緑翔会　小松病院 名古屋市南区前浜通　６－４５ 〇 あり

施設では受け入れ困難なケース
等の対応

回復期病床も考えてはいるがそう簡
単にスタッフは集まらない

病床利用率低下傾向は数字に
も表れているが、なかなか機能
転換するにも思うように進まな
い

無

救急
医療
等

名南病院 ― ―名古屋市南区南陽通５ １ ３ 〇 〇 〇 あり

急性期大規模病院や多数の介護
施設が存在する地域ネットワーク
の中で、在宅支援機能病院として
の役割を担う

主に高齢者の急変という急性期機
能を残しつつ、地域包括ケア病床
(回復期機能)を中軸とした在宅支援
機能

無

救急
医療
等

社会医療法人　宏潤会　大同病院 名古屋市南区白水町９番地 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 無

地域包括ケアシステム構築に向
けて、他の医療機関や介護施設
との連携を深めて、地域の高度急
性期・急性期機能を担う。

更に高度な医療に対応できる病床
（救急病床、ＨＣＵ、ＣＣＵ等）の確保

地域包括ケアシステム構築に
向けた連携協議を更に推進す
る。 無

救急
医療
等

総合病院　南生協病院 名古屋市緑区南大高２－２０４ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 未定

急性期病院の役割を維持しなが
ら急性期から在宅へつなぐ役割も
担っていく

急性期病床・地域包括ケア病床・緩
和ケア病床

無

救急
医療
等

第一なるみ病院 名古屋市緑区細口一丁目２１０ 〇 〇 〇 未定

中核病院では対応しきれない、か
つ高度医療を必要としない急性期
症例を中心とする地域医療連携
の中間点として位置付け

急性期病棟、包括病棟の維持 病床数調節

無

救急
医療
等

医療法人清水会　相生山病院 名古屋市緑区藤塚3-2704 〇 〇 あり

高齢者医療に特化し、地域医療
及び在宅医療の後方支援と回復
期機能

地域包括ケア病床を増やし回復期
機能を充実させる

無

救急
医療
等

医療法人幸寿会平岩病院 名古屋市緑区鳴海町字相原町２６ 〇 〇 あり

この地域について回復期機能を
担うよう努める

超急性期を脱した方を在宅で生活
できるようにしていく

地域の中での医療需要をふま
え適切な病床機能を検討してい
く 無

救急
医療
等

医療法人香徳会メイトウホスピタル 名古屋市名東区上社３丁目１９１１番地 〇 〇 未定

地域包括ケアシステムにおける、
地域の急性期病院から在宅への
橋渡しをするハブ機能を担う

回復期機能を提供する病床の再
編、療養病床の見直し　等

あり

救急
医療
等

医療法人済衆館　済衆館病院 北名古屋市鹿田西村前１１１番地 〇 〇 〇 〇 あり

地域のケアミックス病院として、現
機能を維持していく

現機能を維持していく 現利用率が90％位で推移して
いるが、今後の医療情勢を加味
しながら随時病床規模は検討
する

無

注） 公立：新公立病院改革プラン策定対象医療機関
公的：公的医療機関等２０２５プラン策定対象医療機関（新公立病院改革プラン策定対象医療機関を除く公的医療機関等、国立病院機構及び労働者健康安全機構が開設する医療機関、地域医療支援病院、特定機能病院）
救急医療等：救急医療等を担う中心的な医療機関
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地域医療構想を踏まえた今後の役割について

＜参考＞

災害 小児 へき地 在宅
がん診
療連携
拠点病
院等

がん医
療を提
供する
病院

高度救
命救急
医療機
関

脳血管
領域に
おける
治療病
院

回復期
リハビリ
テーショ
ン機能
を有す
る医療
機関

高度救
命救急
医療機
関

循環器
系領域
におけ
る治療
病院

心大血
管疾患
リハビリ
テーショ
ン実施
病院

３次救
急

２次救
急
（輪番
制参加
病院）

２次救
急
（搬送
協力病
院）

災害拠
点病院

分娩 検診の
み

周産期
母子医
療セン
ター

地域の
小児基
幹病院

へき地
医療拠
点病院

地域医
療支援
病院

医療法人東恵会星ケ丘マタニティ病院 名古屋市千種区井上町２７ 〇

医療法人和伸会　和田内科病院 名古屋市千種区今池南２５番５号 〇

愛知学院大学歯学部附属病院 名古屋市千種区末盛通２－１１
医療法人昌峰会　加藤病院 ―名古屋市千種区末盛通２ １５ 〇

医療法人蜂友会はちや整形外科病院 名古屋市千種区末盛通２－４ 〇

名古屋ハートセンター 名古屋市東区砂田橋一丁目１－１４ 〇 〇 〇

名古屋逓信病院 名古屋市東区泉２－２－５ 〇 〇 〇

医療法人すみれ会　中央病院 ― ―名古屋市東区東桜２ ８ ４
社会医療法人愛生会 上飯田リハビリテーション病院 名古屋市北区上飯田北町3-57 〇

医療法人湘山会眼科三宅病院 名古屋市北区大曽根三丁目１４番２０号

やまね病院 名古屋市北区楠味鋺4丁目1524番地

医療法人福友会　天寿病院 名古屋市北区米が瀬町１３８番地
堀田病院 名古屋市西区江向町６－５４
医療法人恵愛会　小林病院 名古屋市西区鳥見町２－３９
岩田病院 名古屋市中村区則武１－１－１１ 〇

医療法人珪山会　鵜飼リハビリテーション病院 名古屋市中村区太閤通４－１ 〇

医療法人福友会　八田なみき病院 名古屋市中村区並木2丁目366番地

偕行会　城西病院 名古屋市中村区北畑町４－１ 〇

医療法人博恵会　橋本内科 名古屋市中区栄１丁目１１番地１８号

医療法人　格医会　可世木病院 ― ―名古屋市中区栄４ １６ １６ 〇

眼科杉田病院 名古屋市中区栄五丁目１番３０号
医療法人勝又病院 名古屋市中区新栄1-32-22 〇

医療法人聖真会　横山記念病院 名古屋市中区千代田三丁目11番20号

医療法人順正会てしがわら病院 名古屋市昭和区阿由知通１－７
医療法人　生寿会　かわな病院 名古屋市昭和区山花町５０ 〇

西本病院 名古屋市瑞穂区新開町24-38 〇 〇

医療法人　野垣会　野垣病院 名古屋市瑞穂区川澄町1-12
稲熊病院 名古屋市瑞穂区豊岡通１-10
医療法人親和会　富田病院 名古屋市中川区かの里一丁目３０１番地

共愛病院 名古屋市中川区下之一色町字権野１４８－１

医療法人　開生会　かいせい病院 名古屋市中川区月島町９－９
名古屋西病院 名古屋市中川区荒子２丁目４０番地 〇 〇

医療法人孝慈会大平病院 名古屋市中川区昭和橋通９－７８ 〇

医療法人正進会　名古屋泌尿器科病院 名古屋市中川区松葉町５丁目３４番地

医療法人生生会　まつかげシニアホスピタル 名古屋市中川区打出二丁目347番地 〇

医療法人聖真会　春田仁愛病院 名古屋市中川区東春田二丁目178番地

医療法人広徳会　佐藤病院 名古屋市中川区尾頭橋２－１９－１１ 〇 〇

医療法人幸会　南陽病院 名古屋市港区小賀須３－１１０１ 〇

東洋病院 名古屋市港区正保町３丁目３８ 〇

医療法人東樹会　あずまリハビリテーション病院 名古屋市港区入船２－１－１５ 〇

善常会リハビリテーション病院 名古屋市南区松池町１－１１ 〇

南医療生協かなめ病院 名古屋市南区天白町１丁目５番地 〇

名南ふれあい病院 名古屋市南区豊田五丁目15番18号 〇

森孝病院 名古屋市守山区四軒家一丁目１０１３番地

紘仁病院 名古屋市守山区四軒家一丁目710番地

医療法人いつき会　守山いつき病院 名古屋市守山区守山2丁目18番22号

医療法人有仁会　守山友愛病院 名古屋市守山区瀬古東二丁目４１１

ヤトウ病院 名古屋市守山区西新１４番２号
医療法人和光会　川島病院 名古屋市守山区白山三丁目501番地 〇 〇

すぎやま病院 名古屋市名東区社台3-10 〇

医療法人白楊会　白楊会病院 名古屋市名東区上社４－１８１
医療法人博報会　いのこし病院 名古屋市名東区猪子石原一丁目１５０１番地 〇

木村病院 名古屋市名東区名東本通2丁目22番地1 〇 〇 〇

医療法人　資生会　八事病院 名古屋市天白区塩釜口一丁目４０３番地 〇

医療法人東樹会　東樹会病院 名古屋市天白区原一丁目１３０７番
医療法人並木会　並木病院 名古屋市天白区荒池二丁目１１０１番地 〇

医療法人生寿会　五条川リハビリテーション病院 清須市春日新堀33番地 〇 〇

医療法人清須呼吸器疾研究会　はるひ呼吸器病院 清須市春日流8番地1 〇

医療法人眞清会新川病院 清須市土器野２６７

医療法人光寿会光寿会リハビリテーション病院 北名古屋市　九之坪　高田85番地 〇 無
当院は人工透析患者に特化した病院
であり、維持透析患者の受け入れを
今後も継続していく。

上記の特性により現状維持と考える 特にありません 無

地域医療構想を踏まえた今後の役割について

がん

区分 医療機関名 所在地

医療計画（別表）に記載の医療機能（平成30年1月29日現在）

回復期
病床を
一層担
う考え

その他見直すべき点 診療科の見直し

脳卒中 心血管疾患 救急 周産期

地域において今後担うべき役割 今後持つべき病床機能
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